
 

（第２号様式） 
令和８年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立上矢部高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 29 日実施） 

総合評価（ ３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①すべての生徒の
わかりやすさに配
慮した授業改善を
行い、生徒一人ひ
とりに応じた進路
等の目標実現に応
える、社会に開か
れたカリキュラム
の実現を目指す。 
 
②各教科・科目に
おいて、積極的に
探究的な学びに取
り組み、「総合的
な探究の時間」の
充実を図り、積み
重ねることで主体
的・対話的で深い
学びの実現を目指
す。 

①生徒の希望進
路の実現に向け
て研究授業の実
施、「指導と評
価の効率的な運
用」等、組織的
な授業改善に取
り組む。 
 
②「総合的な探
究の時間」にお
ける学習活動を
充実させ、自ら
課題を発見し解
決する能力の育
成につなげる。 
②インクルーシ
ブ教育の理念を
踏まえた授業改
善を一層推進
し、ICT の効果
的な活用にも努
める。 

①教員相互の授業見学
や研究授業の機会を増
やし、全員が他の教員
の授業を参観し、教科
会等で協議をすること
で各々の授業スキルを
高める。 
 
②「総合的な探究の時
間」における学習活動
を見直し、課題解決能
力の育成につながる活
動を実践する。 
②大型電子黒板の効果
的な活用法を職員間で
共有できるようデータ
ベース化に取り組み、
併せてユニバーサルデ
ザイン化を推進する。 

①授業見学の機会
を効果的に設定す
ることで、職員全
員の授業参観に結
び付いたか。 
①研究授業を実施
できたか。 
①教科会等で研究
協議を行い、より
良い授業への改善
に繋がったか。 
 
②「総合的な探究
の時間」に課題解
決能力の育成を目
指す学習活動を組
み込めたか。 
②大型電子黒板の
活用に関わる取組
を実践できたか。 
 

①すべての生徒にとってわかりや
すい授業を提供し、生徒一人ひと
りの進路や目標の実現に応えるこ
とを目指して、授業改善に取り組
むことができた。また、年間２回
の授業見学、研究協議を実施する
ことができた。自教科および他教
科の授業を見学した教員が全体の
86.7％を占めた。 
 
②各教科・科目において、毎回の
授業内容を自ら課題を発見し解決
する能力の育成につなげるような
授業づくりに取り組むことができ
た。また、ユニバーサルデザイン
化や大型電子黒板をはじめとした
ICT 機器の効果的な活用に努める
ことができた。 

①２回の授業見学を終え、研
究協議では活発な意見交換が
行われた。その中では、一人
一台端末の利用度の低さや、
使いにくさ、また、教科横断
的な授業づくりの難しさなど
が話題となっていたため、次
年度に向けた改善の方策を打
ち出したい。 
 
②各教科で、また教科を越え
て授業改善に向けた研究協議
を活発化させる。 
②職員が大型電子黒板を自在
に活用できるよう活用方法の
周知を図る。 
②ユニバーサルデザイン化を
さらに推進する。 
②一人一台端末を情報Ⅰの授
業内で積極的に活用する方向
性を打ち出す。 

①継続して行われ
てきた授業改善の
成果を感じる。今
後も引き続き、学
校全体としての授
業改善の取組を継
続していただきた
い。 
 
②キャリアの授業
においてはユニバ
ーサルデザインの
フォントで統一す
るなど、生徒の特
性を考慮した授業
が実施されてい
る。ユニバーサル
デザインを考慮し
た授業を、学校全
体に広げてほし
い。 

①昨年度から継続し、
授業を互見することで
授業改善につなげる取
組を行った。アンケー
ト等からの現状を分析
するに、ICT 教材の活
用や成績処理等のスキ
ルに差があることが読
み取れた。全体の底上
げが喫緊の課題であ
る。 
 
②各教科・科目で「教
科横断的な学び」を採
り入れた授業改善に取
り組んだ。 
②大型電子黒板の導入
に伴い、各教科の特性
に応じ活用を図った。 

①授業互見の取組に
加え、テーマを定め
て研究授業を実施
し、研究協議の場を
同日に設定する。 
①研究授業を柱に教
科会を実施し、協議
の機会を増やす。 
①職員室内での授業
についての情報交換
を活発にし、職員全
員で授業改善に取り
組む。 
 
②大型電子黒板の効
果的な使い方を職員
間で共有できるよ
う、研修の実施やデ
ータベース化等に取
り組む。 
②ICT 教材の活用、
ユニバーサルデザイ
ン化をさらに推進す
る。 

２ 
生徒指導 
・支援 

①広く社会に貢献
できる、規律ある
生活習慣を身に付
けた人材の育成に
向けて、丁寧な生
徒指導を行う。 
 
②生徒が主体的に
学校行事や部活動
に取り組むよう支
援し、すべての生
徒が活躍できるよ
うにする。 

①生徒一人ひと
りの課題やニー
ズに合わせた支
援体制、外部機
関との連携を含
めたチームによ
る相談体制の充
実を図る。社会
人として必要と
される基本的な
生活習慣・人と
の関わり方を卒
業までに身に付
けるよう丁寧な
指導を行う。 
 
②特別活動等
で、生徒が主体
的に活動し達成
感等が得られる
よう支援し、課
題解決能力の向
上を図ること
で、生徒の将来
のキャリアに繋
げる。 

①教育相談連絡会で生
徒の個に応じた支援を
考え SC・SSW や外部機
関に繋ぐとともに、そ
の後の情報共有を徹底
することで必要な支援
を行う。 
①登下校指導や遅刻指
導、挨拶運動等の取組
を通してルールやマナ
ーを身につけさせる。 
 
②部活動や新入生歓迎
会、挨拶運動、体育
祭、翔矢祭、スポーツ
大会等の各行事におい
て、生徒会を中心に生
徒が主体的に活躍でき
るよう支援する。  
 

①担任、授業担当
を含め、学年団、
全職員がケースご
とに支援策に応じ
た対応ができた
か。 
①支援が、生徒の
課題解決につなが
ったか。 
①生徒自身がルー
ルやマナーを守る
生活習慣・言動を
身に付けたと感じ
たか。 
 
②生徒会行事を通
して、達成感を得
られた生徒が 90%以
上となったか。 
 
 

①教育相談連絡会で生徒の抱えて
いる課題を情報共有した。支援策
を検討し、SC、SSW、医療等につ
なげることができた。かながわ子
どもサポートドックの取組も全体
に周知、実行し、生徒理解に努め
た。 
①交通ルール、マナー違反につい
て、昨年より近隣の方よりお叱り
を受ける回数が減った。また、定
期的に登下校指導を行い、必要が
あれば、臨時でも対応した。 
 
②昨年に引き続き、体育祭で着用
する T シャツのデザインを美術科
と普通科の生徒が協力して作製し
た。体育祭、翔矢祭後のアンケー
トでは、生徒の 95％以上が「楽
しめた」「充実感を持った」と回
答。有志による文化祭準備委員の
生徒が、１年間かけて話し合いを
持ちより良い行事運営を目指して
きた。 

①支援が必要な生徒、困って
いる生徒が多く見受けられる
ので、今後も生徒理解に努
め、早期対応を心がけていき
たい。 
①一部の生徒は交通ルールや
マナーが身についていないの
で、今後も継続的に指導して
いきたい。 
 
②熱中症対策としてアイスメ
ーカーを設置し、有効に活用
している。部室回りの整理整
頓、施錠の確認をし、放課後
の活動が安全に行われるよう
にした。 
②生徒会役員生徒は、生徒総
会での簡単な手話での挨拶、
また学校説明会で学校生活・
行事の説明など人前で発表す
る機会を持った。 
②生徒主体で概ね運営できる
ようになってきているが、教
員のサポートと共に、生徒間
でルールなどが守れるように
見守りがまだまだ必要であ
る。 

①交通ルールの順
守について社会性
が育っていないこ
とが影響している
と考える。他校
種・学年交流など
で社会性を育む取
組が必要ではない
か。 
①学生にとってイ
ベントは重要、よ
り多くの生徒が楽
しめるような工夫
と、より主体的に
取り組むことがで
きる環境整備を行
ってほしい。 
 
②生徒の自主的な
活動を促すアイデ
ィアとして、イベ
ントごとの注意点
等のチェックリス
ト作成し、周知す
るなどがある。 

①R8.4 月、自転車青切
符導入に伴い、更に厳
しく指導を徹底した
い。社会性を育む取組
は今後検討する。 

 

②体育祭、翔矢祭、ス

ポーツ大会等の各行事

に生徒が主体的に関わ

れるよう、環境づくり

に取り組み、多くの生

徒に充実感を感じさせ

ることができた。 

 

①新年度、警察官を
招聘して交通ルール
についての講話をお
願いすると同時に、
登下校指導も継続
し、指導していく。 

 

②生徒が主体的に学

校行事や部活動に取

り組むよう環境づく

りを進め、課題解決

能力の向上を図る。 

 

 

 

 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 29 日実施） 

総合評価（ ３月 31 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 
・支援 

①「ちょっと背伸
びの進路実現」を
目指した将来の自
己実現に向けた指
導を行う。 
 
②生徒の希望進路
の実現のため、進
路支援体制の充実
を図り、きめ細か
な進路支援を行
う。 
 

①キャリア教育
実践プログラム
をブラッシュア
ップし、生徒の
個性や進路意識
の段階に応じた
キャリア教育を
推進する。 
 
②インクルーシ
ブな視点で生徒
一人ひとりの 5
年後 10 年後を
見据え、個別最
適な進路支援を
行えるよう進路
支援体制の充実
を図る。 

①「総合的な探究の時
間」を担任・副担任で
協働して行う体制を整
え学習効果を上げる。 
①個々の生徒に応じた
到達度テストの活用、
事前学習や事後指導と
なるよう改善する。 
 
②説明会・面談等の実
施時期、事前・事後指
導を適切に設定する。 
②卒業生を講師とする
説明会等、より効果的
な説明会のスタイルを
工夫し、実施する。 

①「総合的な探究
の時間」を担任副
担任が協働して実
施できたか。 
 
①到達度テストの
活用を個々の生徒
に応じたものに改
善できたか。 
 
②説明会・面談等
の時期及び事前・
事後指導を効果的
に実施できたか。 
②就職希望者が全
員内定して卒業す
ること、進路未決
定者が 10 人以内を
達成できたか。 

①「総合的な探究の時間」を担

任、副担任、支援担任が協働して

実施する機会が増えた。 

①達度テストについては、振り返

り学習を行ったり保護者面談の資

料として活用したりして、個々の

生徒に応じた活用に努めた。 

 

②説明会については事前指導に力

を入れて生徒が主体的に参加でき

るように努めた。面談については

事前のアンケート調査なども活用

し効果が上がるように努めた。 

②就職希望者は、学校推薦を希望

した生徒が内定を得ている。 

①到達度テストの実施そのも
のについて、その有効性をグ
ループ内で検討し、継続使用
の結論を出した。利用促進を
図る。 
 
②生徒の進路意識は個人差が
大きく一斉指導が困難である
が、進路意識に差があっても
有効な一斉指導の方法を研究
する必要がある。 
 
②特別募集の生徒の活動につ
いて、支援教育担当者と連携
を取りながら支援する。進学
については、20 名が共通テス
トを受験、一般入試に向けて
支援する。 

①若い世代ほど就
職を諦めやすい。
厳しく、あたたか
く、色々やり方は
あるが、安心感が
次への意欲につな
がる。 
 
②周りに合わせて
決定する生徒・学
生が多い印象があ
る。自分の意志で
決断できているの
か。進路を諦めな
いのは、自分を諦
めないことである
と伝えることが重
要である。 

①今後は「総合的な探
究の時間」の活動と教
科、特別活動の連携を
探りたい。 
 
②総合型選抜への出願
者の増加は進路意識の
高まりも影響している
と考えられる。2学年
までの指導の成果の現
れである。 
②就職希望者は全員内
定した。進路目標を持
たない未決定者は９名
である。進学について
は総合型選抜や推薦入
試などで一定の合格者
を出した。 

①「総合的な探究の
時間」と他の活動の
連携について研修す
る機会を設ける。 
 
②「ちょっと背伸び
の進路指導」を意識
し、生徒の進路意識
が高まるような指導
を心がける。今年度
の生徒が不合格にな
ってもくじけずに挑
戦し続け、合格した
例を伝えることで、
生徒の意識を高めた
い。 

４ 
地域等と
の協働 

①地域の期待に応
えながら、地域の
担い手として成長
できるような人材
の育成を目指す。 
 
②部活動・生徒会
活動や、美術科の
活動を発信し、地
域との協働を図る
とともに学校の魅
力を発信する。 
 

①積極的に地域
の活動に参加す
し、生徒が様々
な経験をするこ
とで、将来地域
を支える人材を
育成する。 
 
②部活動、生徒
会、美術科等の
活動において地
域と協働した活
動の場を増やす
とともに、学校
の魅力を積極的
に発信する。 
 

①地域の町内会や近隣
小学校等の行事に部活
動等で参加する。 
 
②美術科の作品の校外
展示、アートスクール
等の説明会で学校の魅
力を発信する。 
②陶芸教室の実施等、
地域との協働活動を推
進する。 
②美術科の造形力を取
り入れた魅力的なホー
ムページなどでの学校
の情報発信を行う。 

①地域にリサーチ
を行い、期待に応
えられたか。 
 
②前年度より多く
の校外展示を実施
できたか。 
②陶芸教室参加者
の期待に応えられ
たか。 
②ホームページの
内容を充実させ、
生徒の活動や学校
の魅力をタイムリ
ーに発信できた
か。 

①地域と連携して実施したイベン
トは好評であった。地域へのリサ
ーチについては、現在、進行中で
ある。 
 
②近隣カフェでの美術科などの作
品展示は作品の入れ替え回数を倍
に増やした。また、小学校で展示
してもらうなど、新たな展示場所
を増やした。 
②ホームページの更新回数を増や
した。また、アニメ漫画研究部の
生徒にバナーを作成して貰うなど
し、ホームページの充実を図っ
た。 

①地域へのリサーチ結果とニ
ーズに応える業務の関係を見
える化し、整理をしたい。 
 
②作品展示の回数や新しい展
示場所の増加について、バラ
ンスを見ながら持続可能で効
果的な業務にしたい。 
②陶芸教室は、年度内にもう
一度やって欲しいという声も
あった。 
②ホームページは担当者を増
やすことを検討し、よりよい
情報発信を試みたい。 

①地域も協力姿勢
の強さに感心して
いる。地域との関
わりを通じて生徒
の社会性は育ま
れ、学びにつなが
る。今後も充実し
た取組を期待した
い。 
 
②地域貢献が授業
と共に、生徒の成
長を促す両輪とな
ることを期待して
いる。 

①陶芸教室、地域アン
ケート、小学校との作
品交換展示を行ったこ
とが成果であった。陶
芸教室の回数を増や
す、美術科の作品を校
外展示することをカリ
キュラムに落とし込む
等が課題である。 
 
②校外展示やホームペ
ージなどを引き続き工
夫することを検討す
る。 

①陶芸教室の回数を
増やすことや小学校
等に校外展示につい
て調整していく。美
術科の作品展示を授
業課題に落とし込ん
でいくことを検討す
る。 
 
②ホームページ担当
者が工夫して作業し
てくれた部分を複数
人でフォローする体
制を検討したい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①「共に学び共に
育つ」共生社会の
実現を目指す。 
 
②安全・安心で信
頼できる学校づく
りを進める。 

 
 

①職員全員の見
識を高め、個々
の生徒の状況を
多角的に捉え、
人権に配慮した
対応を適切に行
う。 
 
②より良い教育
の実現のため、
業務の効率化を
進めるととも
に、不祥事ゼロ
達成に取り組
む。具体的な非
常事態をイメー
ジし防災体制の
強化を図る。ま
た、地域と連携
した取組を推進
する。 

①情報共有会議で職員
全員に生徒の状況を周
知する。 
①生徒の実態に即した
テーマで職員の人権研
修を行う。 
 
②セキュリティを確保
しながら、更に Teams
を有効活用する。 
②定期的な研修を継続
し、不祥事ゼロを達成
する。 
②地域との連携の在り
方を学校運営協議会で
検討し、実効性のある
防災体制に近づける。 

①研修の振り返り
等により、職員が
人権に配慮した教
育活動の在り方を
再確認できたか。 
 
②職員間の迅速な
情報共有により、
勤務形態の多様化
に対応できたか。 
②事故防止研修を
適切な時期に行
い、不祥事ゼロを
達成できたか。 
②防災体制につい
て学校運営協議会
で協議し災害時の
体制について情報
を共有できたか。 

①人権研修の日程を見直し、多く
の教員が参加できた。今年はアサ
ーティブをテーマに研修を持っ
た。アンケート結果では、100％
理解できた、日常生活に活かせそ
うという回答を得た。 
 
②Teams の掲示板機能の欠席等連
絡機能の使用を開始した。 
②定期テストや成績処理に係る事
故防止については、学習支援グル
ープを中心に取り組んでいる。 
②防災体制については第一回学校
運営協議会で本校の避難所として
の役割を確認した。また、地域の
防災訓練において本校武道場との
通信状況の確認を行った。 

①今後も、職場で生徒や保護
者、教職員について日常で活
かせるような研修を続けてい
く。 
 
②Teams の掲示板機能について
セキュリティを確保しなが
ら、さらに有効活用したい。 
②定期的な研修を継続して行
い、不祥事ゼロを達成する。
②引き続き、学校運営協議会
で防災における地域との連携
の在り方を検討し、実効性の
ある防災体制に近づける。 

①効果的な研修は
職場において重要
な役割を果たす。
継続的な実施が望
まれる。 
 
②業務の効率化
は、事故防止にも
つながる。効果的
に実施していただ
きたい。 
②地域と連携して
実効性のある防災
体制の構築に取り
組んでいただきた
い。 

①今回の「アサーティ
ブ」というテーマは多
くの先生方に共感を得
ることができ、多くの
先生方に理解していた
だけた。 
②Teams の活用により
業務の効率化が図れ
た。 
②次年度より導入する
学校・家庭連絡システ
ムに関しても有効に活
用したい。 
②事故防止研修会を毎
月実施し、事故防止に
努めた。 
②。防災マニュアルの
見直しを行った。 
 
 
 

①今後もニーズの高
いテーマを取り上
げ、教育現場に生か
せるような研修を実
施していく。 

 

②引き続き Teams の

活用を進めることで

迅速な情報共有を可

能にし、勤務形態の

多様化に対応する。 

②学校・家庭連絡シ

ステムを活用し、業

務の効率化を図る。 

②事故防止研修を適

切な時期に行い、不

祥事ゼロを達成す

る。 

②地域防災と関わる

うえで、県立高校の

役割を踏まえた防災

体制を整える。 


